
0

高松市社会福祉協議会 地域共生社会推進室
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支え合いの取組について
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みんなで助け合う地域づくり

◃人口減少
◃少子・超高齢化
◃核家族化

▷生活支援コーディネーターを配置する

 ▷４４の地域コミュニティ協議会単位において、

「地域福祉ネットワーク会議」を設置、運営し、

住民主体で包括的に地域課題を把握し、解決を試みる体制を構築推進する

 ▷地域における見守りや生活支援が必要な人に対して、

住民主体によるサービス（サービスB）を提供する取組や

住民主体の支え合いの取組を推進する

►８０５０問題
►孤独・孤立
►地域のつながりの希薄化
►ひきこもり
►ヤングケアラー
►生活困窮 など

公的なサービス
では対応できない、
制度の狭間の

課題への支援

《背景》

《生活支援体制整備事業》



高松型地域共生社会構築事業のイメージ
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生活支援
サービス
の取組の具

体化

生活支援の
担い手の
確保

情報交換
情報共有

地域ニーズ
の把握
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住民主体の協議体

関係者の
ネットワーク化

多様な主体への
協力依頼

地域福祉ネットワーク会議

目指す地域の
姿・方針の共有
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 ・・ ・・・・

第３層

地域福祉ネットワーク会議

第１層協議体                   
（市域全体）

第２層協議体
（地域コミュニティ協議会単位） 

地域福祉ネットワーク会議

・・・・・・ ・・・・

生活支援サービスを提供する団体

高齢者等が住み慣れた地域で生き
がいを持って、在宅生活を継続でき
るよう、生活支援コーディネーター
の配置や協議体を設置し、多様な
日常生活上の支援体制等の充実を
図る

生活支援コーディネーターを配置

・・ ・・・・・・・・・・ ・・・・

高松市高齢者保健福祉・介護保険制度運営協議会
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《生活支援体制整備事業》



介護保険事業（総合事業）

【訪問型ｻｰﾋﾞｽＢ】
●ゴミ出し
●草抜き
●買い物代行
●掃除
●電池･電球交換

【通所型ｻｰﾋﾞｽＢ】
●体操・運動
●趣味活動
●交流活動

26地区 6地区

介護保険事業以外

【生活支援】
総合事業対象者以外も利用できる
訪問型ｻｰﾋﾞｽ（ゴミ出し･草抜き等）

【移動支援】
【その他】
防災の取組、健康フェア、認知症カフェ等

住
民
主
体
の
支
え
合
い
サ
ー
ビ
ス
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市内９割で取り組み中！

支え合いの取組状況

2３地区



今後の取組に対する課題

財源確保（総合事業以外）

担い手の確保

地域住民のやらされ感が大きい

〇運営側の人材
・サービス利用の希望を電話で受ける調整役
（利用者とサービスをマッチングさせる人材）

・事務的（補助金申請、四半期実績報告等）な仕事を担う人材

〇利用者に直接サービスを提供する人材

〇地域住民の主体性に委ねる取り組みになっている

〇住民主体の支え合いの取組に対して、運営等に対する助成がない。
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